
毛
利
元
就
の
厳
島
合
戦

渡
海
の
陽
暦
年
月
日
と

地
御
前
で
の
行
蹟

(

二)

渡

過

通

I
前
号

(
1
〇
九
号
)
よ
り
の
続
き
-

古
語
で

｢穴
を
掘
る
こ
と
｣
を

｢穿

(
ウ
ガ
ツ
)
｣
と

云
う
の
で
'
縁
起
を
か
つ
い
で
'

｢遅
勝

(ウ
ガ
ツ
)
｣

と
云
う
好
文
字
を
当
て
1
い
た
｡
又
､
土
民
は

｢牛
の
鼻
｣

を
連
想
し
て

｢鼻
ぐ
リ
穴
｣
と
も
云
っ
た
｡
大
正
時
代
に

は
村
役
場
の
説
明
板
も
立
っ
て
い
た
O

又
'
こ
の
半
島
は
元
禄
時
代
の
庄
屋
地
図
で
は

｢も
と
ど

リ
山
｣
と
も
云
っ
て
い
る
人
頭
の
前
髪
の
こ
と
を

｢
モ
ト

ド
リ
｣
と
云
う
の
で
'
当
時
'
こ
の
半
島
に
小
松
が
茂
っ

て
'
珍
ら
し
か
っ
た
か
'
又
は
'
南
北
朝
時
代
の
隠
語
で
'

秘
密
の
連
絡
文
書
の
意
味
で
'
宮
尾
城
と
の
秘
密
の
連
絡

場
所
で
あ
っ
た
か
'
興
味
が
あ
る
｡
又
'
こ
の
半
島
の
南

側
'
つ
け
根
を

｢鼓
が
浦
｣
と
云
っ
て
い
た
が
'
理
由
'

沿
革
は
不
明
｡

昭
和
四

一
年
頃
か
ら
'
廿
日
市
横
尾
城
の
土
地
切
下
げ

の
時
'
排
土
で
'
こ
の
半
島
の
北
側
海
に
1
六
万
王m
の
田

尻
新
地
が
出
来
'
続
い
て
同
五
十

一
年
年
に
は
'
此
の
半

島
も
掘
り
崩
さ
れ
て
'
共
に
宅
地
と
化
し
た
｡

四
､
元
就
本
隊
の
厳
島
渡
海
用
の
未
練
遣
り

大野水道周辺地形概念図

的
鯛
感

配

東
南
端
'

の
戦
斗
に
於
て
'
太
線
伝
い
に
厳
島
の

の
背
後
に
出
た
こ
と
は
'
史
上
'
明
白

圭 予 二 二 十

′､ノ三二ヨ

≡=さiヨ

ー⊥r~㌧こぞミ

で
あ
る
の
で
省
略
す
る
｡
扱
て
'
こ
の
大
槻
を
誰
が
造
っ

た
か
｡
久
し
く
不
明
で
あ
っ
た
が
最
近
判
っ
た
｡

地
御
前
の
小
林
家

(
画
家
'
千
古
の
出
身
家
)
で
は
'

後
に
安
価
で
文
夫
な
マ
l〓
フ
麻
縄
の
出
現
迄
'
大
観
を
作

り
'
四
国
方
面
に
迄
､
販
売
し
て
い
た
｡
と
こ
ろ
が
､
最

近
'
幕
末
の

｢沼
田
部
相
田
村
正
伝
寺
の
宗
旨
改
帖
｣
の

発
見
に
依
り
小
林
家
は
武
田
家
の
関
係
者
で
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
｡

五
､
阿
品
､
田
尻
海
岸
の
墓
石
群

大
野
の
瀬
戸
で
溺
死
'
浮
流
し
又
は
島
内
で
殺
さ
れ
た

陶
方
の
数
千
人
の
遺
体
は
'
古
来
の
風
習
で
'
対
岸
の
赤

時
又
は
阿
品
に
葬
ら
れ
た
｡
中
に
は
遺
族
が
後
に
'
石
塔

を
作
っ
た
も
の
が
あ
り
'
又
上
田
尻
に
は
旅
僧
が
阿
弥
陀

坊
を
作
っ
た
由
｡
明
治
時
代
に
至
り
'
海
岸
に
道
路
'
鉄

道
な
ど
が
開
設
さ
れ
た
時
に
､
岸
壁
と
し
て
'
忘
失
し
た

も
の
も
有
っ
た
筈
だ
が
'
田
尻
地
区

一
般
に
､
宅
地
遇
成

さ
れ
た
時
'
阿
品
の
特
思
家
が
'
七
ヶ
所
の
残
存
墓
石
を

上
田
尻
の
一
ヶ
所
に
集
積
し
て
'
合
塔
を
設
け
ら
れ
た
｡

そ
の
数
'
凡
そ
三
十
静
基
分
に
達
し
た
由
｡
昭
和
五
十
七

年
の
こ
と
で
あ
る
｡

六
'
陶
方
の
諜
報
船
の
出
没

敵
方
の
諜
報
船
が
地
御
前
そ
の
他
に
出
没
し
た
こ
と
は

当
然
で
'
毛
利
方
文
献
に
も
散
見
さ
れ
る
｡
岡
山
の
儒
者
'

湯
浅
常
山
も
そ
の
著

｢常
山
紀
訣
｣
で
灰
床
山
付
近
で
の

双
方
の
対
談
振
り
を
紹
介
し
て
い
る
｡

七
へ
宗
教
活
動
に
便
乗
し
た
諜
報
活
動

一
五
'
六
世
紀
は
佐
伯
郡
で
も
寺
院
は
自
力
他
力
両
派

の
転
換
期
で
'
大
野
町
史
編
集
者
中
丸
常
民
の
調
査
に
依

れ
ば
'
武
田
城
関
係
の
正
博
寺
が

一
五
五
四
年
に
銀
山
城

落
城
後
'

｢大
野
村
北
山
地
区
の
寺
田
｣
と
遠
称
さ
れ
た

地
に
'
地
方
民
が

｢常
通
寺
｣
と
称
す
る
寺
を
建
て
'
土

地
は
合
計
三
反
歩
を
所
持
し
て
居
た
が
'
永
順
'
浄
念
を

経
て
三
代
目
僧
玄
正
の
時
に
東
方
の
地
御
前
に
移
転
し
て

智
秀
山
西
向
寺
と
改
称
し
た
｡
移
転
の
時
期
は
西
向
寺
伝

で
は
寛
永
二
年

二

六
二
五
)
と
称
す
る
が
'

｢大
野
村

一
六
〇
一
年
の
福
島
時
代
の
土
地
測
量
台
帳
｣
で
は
'
そ

の
年
以
前
の
転
出
と
明
示
し
て
い
る
｡

右
転
出
の
事
由
は
'
東
方
'
三
宅
地
区
に
在
っ
た
正
伝

寺
系
の
説
教
所
の
担
当
僧
が
欠
け
'
西
向
寺
が
兼
務
す
る

た
め
'
中
間
地
の
地
御
前
に
移
転
し
た
由
で
あ
る
｡
移
転

当
時
'
地
御
前
の
正
行
寺
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
｡
佐
伯
都

読
)常

通
寺
が
選
出
当
時
'
大
野
村
に
は
陶
家
が
代
々
管
理

し
た
自
力
宗
の
護
安
寺
が
在
り
'
又
'
兵
力
差
や
地
形
上
'

交
戦
は
毛
利
方
に
不
利
な
の
を
回
避
す
る
た
め
'
毛
利
方

は
謀
略
に
力
め
た
｡
厳
島
合
戦
後
に
護
安
寺
は
琉
討
さ
れ
'

更
に
二
年
後
に
は
防
長
二
国
も
完
全
に
毛
利
方
に
制
圧
さ

れ
'
護
安
寺
跡
に
は
他
力
派
の
西
教
寺
も
建
っ
た
｡
斯
く

て
'
常
通
寺
は
後
顧
の
憂
い
無
く
'
信
徒
を
残
し
て

(更

地
説
教
所
)
'
地
御
前
に
移
転
し
た
｡


